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　昭和37年3月，当所に試験浴鉱々委員会がっくられた．

　総合研究所としての当所の特色を樹11｛して，委員とし

ていろいろな専門分野の教官が峯加している，委員長江

上教授〔4部）．沢井教授（3部），一色教授〔1部1：，故雀

部教」マ4部一同教授は委員会没立以牢その中心となっ

て推進的役割を果して来られたが，惜しくも本年6月逝

去された），加藤教授（4部」，森助教授〔2部ノ，巾恨講

師（4部）それに工学部冶金学科より，吾妻教授・五弓教

授，松下教授，館教授も参加してもらっている．また運

営上の事務II勺な而は白与．1務長に委員として璽々助言を

ねがい，適切な処置をとってもらっている，1［1，Tll　39年

2月．この委員会は［‘溶鉱炉の総合自動fビを研究テー

マとして取り上げ，試験溶鉱炉自動化専ll1委員会を設け

ることになり，上記の沢井，加藤、館呑教授のf［に，武藤

教授（4部），河添助教媛（4部．1，大野研究員（電力中央

研）が咳員としてこれに当たることになった．昭和39年

8刀，口本鉄鋼協云内に試験高炉委員会がつくられた．

最近までは，委員として故雀部教／．一「・が参加していたが，

その1灸館教授に交代し，また1刺∫として中榔、∫師が参加丁

して、各製鉄会社の技術陣と討議しながら，当所の試験

溶鉱炉の運営に協力する体制となっている．

　実験施設は千葉尖験所（千葉市弥生町一総武線西千葉

駅前．1にあって，陀鉱炉本体は内容丁110．53ms，全鉄実式

で，炉頂生索置は二垂鐘式，高圧操業もできるようになっ

ている．送風はルーツ・プロワをV．S，モータで自動

制tlVしているが，鉄管式熱風炉（伝熱面械38，7rnZ／）で昇

llllllLしたあと，1次加熱器（40　kWノを遜って環状管に入

り，各羽口支管より2次加熱暑1紅12，5kWペブル加熱方

式）を通って、羽日より炉内に送られる，炉頂ガスは，

ダストキャッチ＋を経て，「．i圧操業のときにはオリク

ロン・スクラバ，圧力言II脚弁を経山するが，通常操業で

．はそのまま熱風炉で燃焼して、送風を加熱する，半自勤

原料処理貯蔵設備に貯えられている鉱石とコークスは，

自動秤量設備のホッパに送られ，バイプレー7・フィー

ダによって，秤且ホッパに送られる，ストック・ライ

ンに設置してあるR，1．検尺計の指令によって自動的に

装入が行なわれる、まず，上ベル開閉一下ベル開閉．こ

れで荷が炉内に入るが，－Lベル旧と同時にスキップまき

上げと秤量が始まり，スキップの荷は上ベルの上に1回

分貯えられ，まき下げてト限になったとき，秤量された

原料は自動放出によってスキップ内に打ち込まれ，これ

と同時に秤量値をタイブ．する．この他，炉頂ガス連続分
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析計，各レベ・レカ．1内圧記録†，汐内ガス試ト「孫粟ド国ゾ

ンデ，91「粥温度等の計測装1〔1tが設置Lてtt””ti．

　これらの諮設備は昭丁03B、　39年．島二”1、．」収⊃F魔liヒ”

に関する研究設備費（合計ユ、452万．1．．，iliFl．40年喰に

“装入原料の臼動処理’1設fl［1　L？il，50〕万1．］）が交t，tさ九

在来の設ll㌫こ組み1－1わされて完嘆してものでおり，　IUg

人力によっていた原料の計晟がfl動「tぎ批，蓑入rl燕扇

全自動化し，∫「料処別が．合理化したもので育1ろ，

　年魯は，関係各方面の協力と叉援のもまに．炉内諸莫

応の．曇礎的11周査を能率1…C！に丈施し，製銑過〒［そのものそ

自動「ヒする方向に、研究を大きく前亡ぎせたいと考えて

いる，この研究は，1イ）可能な部分の臼動「ヒとそ1．ロ：よ

る操業条倖の二女定化，（ロ）安定化され7：灸トの2）主τの

炉内；昼反応の調査，1ハ）謝査君果の理論r二とモAしに；つ

くより高度の．．冠分的〔「動化、の段．奏をi：’t，1週すことに菰

るとみられ，したがって製銑過硅必完圭な直1動化の実現

は．同時にrl’石炉の］，1「：論が完成に迂づ（ことを京、1庚す石も

のとみられる．こうし「rl炉が完全「ユ1ノ「：さti，L，fし憲，製

鋼圧延を1」む企製1こ体系の連続化と，その読一．1り憲訓彿

の問題が口私にのぽるように噸るとのと｝．巴．匹机る一正Z

上のような研究の惟巡とともに，；こ．：ド同隙、試験浩鉱．炉

の操業試験を通じて学生教肯の任蕩と．巣して百iきたいと

考えている．（江．E，中根，

シャ7ト下段に取り付けたがヌ採取L働ゾンデ
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